
(様式）

学校園名

1 学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

２　本年度の重点目標

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】 ５　評価の観点ごとの学校関係者評価

評価の観点 評価項目（取組内容） 取組（達成）の状況 評価 改善の方策 学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

学習指導

○確かな学力の向上を図る

　　　学習指導の充実

○自ら考え

　　　主体的に学びに向かう子の育成

○自分の考えを発信し

　　　他者と協働して学び合う子の育成

・児童の実態を丁寧に把握し、小規模校ならではの一人一人に寄り添った細やかな指

導を行うことができた。児童の実態に合わせた個別最適な学びとなるよう指導方法の

改善に取組んだ。

・児童の主体的な学びとなるよう、ICTを活用して学習形態や学習方法を工夫した授

業づくりを行った。また、長期休業中の「チャレンジリスト」の活用により、児童が自分で

学習内容を選択・決定できるようにし、児童の主体性の育成を目指した。それぞれが自

分で考え、主体的に学習に取組む様子が見られる一方で、児童・保護者のアンケート

の結果では、「進んで学習する」の項目で３０％程度が否定的な回答をしている。自分

自身の取組について、否定的な評価をしてしまっているように感じる。

・児童の表現力・発信力を高める授業づくりを目指し、協働的な学びとなるよう、話し合

いの場を設定したり、学習方法を工夫したりして授業づくりを行った。また、「協同学習」

をテーマに講師を招聘し、職員研修も実施した。

・授業以外の学校生活の中でもALTと関わる場面を設定し、全学年の児童がALTと関

わることができた。

B

・今後も継続して、一人一人に寄り添った個別最適な学び

となるよう、児童の実態把握に努める。

・児童の取組について肯定的なフィードバックをすることで

児童の自己肯定感を高め、前向きに学習に取組むことが

できる児童の育成を目指す。

・児童の協働的な学びを目指し、その土台となる学習集団

づくりに今後も継続して取組む。

・評価Bは妥当である。

・学習指導において、個別最適な学びの実現に向けた取組が評価できる。

・オープンスクールや授業参観などで、タブレットがいろんな場面で活用されている

のを見た。子どもたちもきちんと対応していると感じた。

・長期休暇の一律の課題設定の見直しなどがあり、自主的に学習に取り組めるよ

うに工夫されていると感じた。

・「主体的な学び」は学校教育目標の柱であり、重要な位置づけであるが、児童・

保護者と教職員のアンケート結果に大きな乖離がある。昨年度と比較しても、特に

児童は大幅に否定的評価が増加している。改善のためにも、要因の分析と対応策

が必要である。

・自己肯定感を高めるためには、小さな成功体験とその積み重ねが自信につなが

ると思うため、児童の取り組みについての肯定的なフィードバックはぜひ進めてい

ただきたい。

・児童の自主的な学びについては、保護者による子どもへの声掛けや家庭内ルー

ルの設定など、懇談会等での議論が必要ではないかと感じる。

・個別最適な学びのため、教員が「良きコーディネーター」となれるような研修を継

続していただきたい。

道徳教育
○全教育活動における道徳教育の充実

○道徳的実践意欲の向上

○家庭・地域との連携

・道徳科の学習だけでなく、他教科や総合的な学習、特別活動など教育活動全体を通

して、児童の道徳性を養うことができるよう取組んだ。

・年度当初に重点目標や年間指導計画の見直しを行い、計画的に道徳教育を実施・

評価することができた。

・児童が自分自身の問題として一人一人がしっかりと考えられるよう、個人思考の時間

をじっくりと設定したり、児童にとって身近な内容を扱ったりする等、児童の実態に合わ

せて工夫した授業づくりを行った。

・「兵庫県版副読本」を使った親子読書を行い、家庭と連携した道徳教育の機会をもっ

た。

B

・今後も継続して、年度当初に重点目標や年間指導計画の

見直しをし、計画的に学習を進める。

・児童の道徳的実践意欲を高め、実生活につながる道徳

科の学習となるよう、学級の実態に合わせた授業の工夫に

取組む。

・児童の道徳性を高めていけるよう、今後も継続して家庭と

連携した道徳教育の充実を図る。

・評価Bは妥当である。

・道徳教育は全体の教育活動に統合されており、児童の道徳性を育む良い実践が

見られる。三者の認識が概ね肯定的評価となっていることは望ましい状況である。

・道徳授業での新たな学びが道徳授業で完結することなく、実生活の中で生かさ

れるようにすることが何より大切であると考える。そのため、事前の資料の読み込み

を大切にされ、可能な限り複数の教員での教材研究をお願いしたい。道徳授業が

楽しいといえる教員、児童のいる学校となることに期待する。

人権教育

○全教育活動における人権教育の充実

○家庭・地域・中学校区各学校と

　　　　　　　　　　連携した人権教育の充実

・仲間づくりを意識した学級びらき、および事前人権学習を充実させることによって、人

権作文、標語、ポスター制作に児童は前向きに取り組むことができた。

・人権劇を鑑賞し異年齢集団で感想を交流する「友だち集会」では、人権や命を大切

にしようとする心を育むことができた。

・志染っ子人権デー期間を重点期間とし「志染っ子のかがや木」を保護者や地域の方

にも書いていただいたことによって、互いの良さを認め合い自分や友だちを大切にしよ

うとする豊かな心を育むことができた。

・校内人権研修として、人権を基盤とした学級づくり、授業づくりについて講師を招聘

し、教職員の人権意識と指導力の向上を目指した。毎年研修を重ねることによって、人

権学習の系統性や地域教材について共通理解が進んだ、

・「親と子が共に学ぶ人権学習」「教育事業参観」は、保護者とともに学ぶことによって

部落差別解消への意欲を高め、双方の人権感覚を養うことにつながっている。

・教職員の人権意識と指導力の向上のため、中学校区の各校との合同人権研修（教

材研究・公開授業研究・フィールドワーク）を講師を招聘し実施することができた。

B

・正しい知識と判断力、行動力を持つ子を育てるための、仲

間づくり、授業づくりに向けて、職員人権研修を充実させ

る。

・多様な体験活動を通して、児童が日々の生活の中で自分

や友だちを大切にすることができるようにする。

・学級懇談会や事前打ち合わせ会等、保護者や地域の

方々と話し合う機会を多く持ち、多様化する人権課題につ

いて共通理解し連携を深める。

・中学校区の合同人権研修を計画的、系統的に実施し、中

学校区の児童生徒の人権意識の向上を目指す。

・評価Bは妥当である。

・人権教育が充実しており、地域との連携が強化されている。

・普段の生活の中でなかなか自分の想いを伝えることができないと思うが、かがや

木のメッセージは、改めて友だちや自分、我が子について考え、言葉にすることのす

ばらしさを知る機会だと感じた。

・各設問において、児童の一定数が否定的評価をしていることは、逆に正直な回答

とも受け取れる。教職員、保護者からも更に一人ひとりに対するケアを充実させて

いくことが求められていると思う。

・中学校校区での人権研修の取り組みは大いに評価できる。人権を核にした取り

組みを通して、人権意識の向上に努めていただきたい。

・親子がともに学び考える人権デーの取組は大変有意義である。事前打ち合わせ

会等で保護者と学校との意見交流をしながら、課題等を共有することを今後も継

続していただきたい。

・多様な体験活動を通して、児童が日々の生活の中で自分や友達を大切にするこ

とができるよう、児童一人ひとりの意見や生活態度等に応じたきめ細かな指導をお

願いしたい。

令和６年度　学校評価　学校関係者評価書

三木市立志染小学校

心豊かに　元気よく　主体的に学ぶ子の育成
・児童・保護者・教職員のアンケートを数値化した評価方法は透明性がある。また

集団の中心的傾向を示す代表値を求める方法は適切である。

・評価基準が明確で、改善に向けた具体的なフィードバックが得られる仕組みが

整っている。

・小規模校では、少しの数字の変化で集計結果に大きな影響がある。より適切に

評価するために、教職員と学校関係者との十分な意見交換、教職員による実施の

児童の実態把握結果、全国学力学習状況調査の結果（学力面・生活面ともに）

等、他の要素も含んだ評価にしてはどうか。

～　元気なあいさつ　笑顔いっぱい　みんなかがやく　志染っ子　～

・豊かな心と社会性の育成
・「確かな学力」の育成
・子どもの実態や内面理解に基づく指導の充実
・自立した人づくりに繋がる生活習慣の形成



生活指導

○家庭と連携した

　　　　基礎的基本的事項の習慣化

　・場に応じた言葉遣い

○いじめや不登校児童を出さない取組

　・「学校いじめ防止基本方針」

　・「学校IKOKAマニュアル」

　・「不登校対策プラン」

・生活目標について、各学年の実態に合わせた目標を設定し取り組むことができた。

・生活チャレンジについて、学期ごとに児童の実態に合わせ、また児童が取り組みたい

目標を設定させて取り組むことができた。しかし、期間を過ぎるとこれまで通りになる傾

向がある。

・挨拶や言葉遣いについては、アンケートの結果、児童・保護者の意識と教職員の意識

とに差異があった。

・学期ごとの「学校生活アンケート」や全員への面談によって、早期発見対応、事後の

経過観察ができた。

・不登校対策プランをもとに、発達支持的支援を中心に行い、また教室に入れない児童

に対してもケース会議をもって対応したことで、教室復帰が実現した。本年度も不登校

は０だった。

・「志染っ子のきまり」を年度初めに配布し、学校のルールについて周知した。しかし、徹

底できていないところや、児童の身勝手な解釈などもあった。また「志染っ子のきまり

（ネットモラル版）」については夏休み前に配布した。

B

・引き続き、児童の実態に合わせた生活目標を設定し取り

組んでいく。

・生活チャレンジの期間だけでなく、事後指導をすることで、

定着を図る。

・挨拶や適切な言葉遣いについては、挨拶の意味や言葉遣

いの大切さについては、教職員の思いとともに年間を通し

て指導していく。

・いじめ未然防止、早期発見・対応に努めていく。

・「不登校対策プラン」をもとに、発達支持的支援を中心に

取り組む。

・「志染っ子のきまり（ネットモラル版）」については「志染っ

子のきまり」とともに年度当初に配布して周知する。また、学

期ごとにルールを再確認するなどして徹底していく。

・評価Bは妥当である。

・基礎的な生活習慣の定着に向けた指導が効果を上げており、安心な学校環境が

整っている。

・不登校の防止に向け、ケースに応じた対応により教室復帰ができ、不登校がゼロ

になったことは評価できる。

・挨拶指導・言葉遣い指導について、教職員の評価が大きく割れ、しかも否定的評

価がかなり多い。何が課題なのか、教職員間で問題を共有し、改善方策に反映す

べきではないか。

・立ち当番などで挨拶をしても、元気な挨拶が返ってこないことが多い。 気持ちの

いい挨拶が響く学校になればいいなと思う。

・生活課題や目標について、児童会を中心に6年生がリーダーとなり、全校生で話

し合う機会を持ち課題を共有し、目標設定をすることを定着させるのはどうか。

・引続き早期発見、未然防止に努めていただきたい。これからも小さな変化に早く

気付き、児童に寄り添い、保護者に寄り添い、学校が子どもたちにとって安心でき

る居場所であることを願う。

特別支援教育

○児童理解に基づく

　　　　適切な指導と必要な支援の充実

○交流及び共同学習の推進

・月1回の児童支援委員会で要配慮児童について共通理解の場を持ち、学期に１回、

個別の指導計画及び個別の教育支援計画の見直しをし状況を共通理解した。

・特別支援学級生の自主的な呼びかけにより休み時間にゲーム等の交流をした。

・特別支援学校の交流においては、各クラスの児童の発想によりゲームなどを計画し交

流ができた。

・各学年の道徳においてユニバーサルデザインについて学習を深めた。

・特別な支援が必要な児童や外国籍児童に対してより一層の合理的配慮を図る。

B

・ひとりひとりの教育的ニーズに応じた多様な学びの場の

工夫と支援方法の研修を重ねる。

・すべての子が相互に理解を深めようと関わり合いながら

学校生活を送ることができるよう、取組のねらいを明確に

し、全ての学年において交流および共同学習を進めていく。

・学び方の個性や外国にルーツをもつ子どもについての理

解を深め、全教職員で子どもを見守る体制を整えていく。

・評価Bは妥当である。

・特別支援教育が充実しており、児童理解に基づく適切な支援が行われている。

・保護者アンケートでは、比較的肯定的に評価されている。教職員の取り組みが評

価、理解されている結果である。

・児童の評価が低い。学年によって交流の機会が異なることが一因と考えられる

が、支援学級、支援学校との交流を通して、子どもたちが相互に理解を深めていく

ことが大事である。

・学校、教職員に対する信頼感をより一層高めるための取り組みを進めていただき

たい。

特別活動

○自主的・自治的活動の充実

○異年齢集団活動の充実

　・スマイル班活動

　・委員会・クラブ活動

　・学級活動

　・学校行事

○ねらいに即した振り返りの充実

○主体的に活躍できる場の設定

・係活動や当番活動については、進んで取り組む児童が多かった。しかし、高学年の係

活動については、十分機能していなかった。また、学級活動については、学年ごとに取組

が統一されていない。

・高学年は先頭に立って活動し、低学年はその姿を見ることで異学年の活動を通して協

働的な力の育成につながっていた。しかし、業間にスマイル班での遊び活動を入れる予

定だったが、活動ができなかった。

・５・６年生が中心となり、スマイル集会やクラブ活動などの運営をすることができた。ま

た、委員会活動ややクラブ活動についても、進んで活動していた。

・活動を振り返り、自分自身で肯定的評価をすることによって、自信をもって次の活動に

取り組むことができた。

・平和集会では、低学年も折り鶴折りに参加し、千羽鶴完成に向けてたくさんの鶴を

折っていた。

・目的の明確化と振り返りにより、児童とともに共有し活動することできた。

・キャリアノート、キャリアパスポートの書く取組は行っているが、それを活用する取り組み

がなされていない。

B

・活動の振り返りや評価を取り入れ、よりよい学級づくりを

目指す。交流や情報交換などで、職員で共有し、より充実し

た活動につなげたい。

・引き続き、異学年の活動を活性化させたい。スマイル業間

遊びについては、来年度定期的に活動できるようにしたい。

・活動後の振り返りについては、これからもできるだけさせ

ていく。

・引き続き、児童全体で目的を共有して活動していく。

・キャリアノートやキャリアパスポートを学級活動などで活用

できるように取り組む。

・評価Bは妥当である。

・自主的・自治的活動が活発で、児童の主体性を育む環境が整っている。

・保護者・教職員の肯定的評価が高いのに比べ、否定的評価の児童が一定数お

り、認識に差があるように感じる。

・係活動や異年齢集団活動等の大切さを、より児童に分かりやすい形で伝えてい

ただきたい。

・担任教員を中心としながらも、より多くの教員が子どもたちとのかかわりを持てる

カリキュラムの工夫を心がけていただきたい。

・スマイル班活動は小規模校の強みとする取組にもなると思うため、意図的・計画

的に組み入れていただきたい。

家庭・地域との連携

○「地域の中の学校」として

　信頼される学校づくりの推進

・広報活動の充実

・「ふるさと学習」の充実

・ボランティア（人材）の活用

・異校種間連携の充実

・家庭と連携した学力の育成

・授業参観、学校行事、地区別懇談会に、保護者、民生委員、区長、青少年補導員、地

域の方々に多く参加していただき、児童や学校の様子を見ていただくことができた。

・学校通信やホームページ、「すぐーる」により、積極的に情報発信を行った。

・生活科や総合的な学習の時間、環境体験学習など、地域に出かけて学ぶ活動では、

地域の方から多くのことを教えていただくことができた。

・「志染っ子かがやかせ隊」（人材バンク）の新規登録の呼びかけを行った。図書ボラン

ティアの読み聞かせや図書整理等については、年間を通して継続して取り組んでいた

だいている。

 ・緑が丘中学校区の各学校との交流活動を実施し、中学進学へのスムーズな接続を

図った。また、三木特別支援学校、のじぎく特別支援学校との交流も計画的に進め、児

童は交流を楽しんだ。

・中学校区の合同研修会で9年間を見通したカリキュラムづくり、9年間の学びの姿に

ついて確認した。また、中学校区における授業交流会を積極的に実施した。保幼こ園と

は、スムーズな接続に向けた支援ができるように、新入生についての情報収集を訪問と

体験入学での観察等で行った。

・長期休業中の家庭学習について、児童の自主的、主体的な学びにつながるように、

日々の家庭学習の指導評価を工夫した。また、学習成果物を展示することによって、学

び合うことができるように工夫を凝らした。

B

・信頼される学校づくりに向け、学校行事や参観日等の学

校公開を今後も計画的に行う。また、学校・学級だよりや

HP更新による情報発信をより積極的に行い、学校や子ど

もの様子をお知らせし、地域とともにある学校づくりを推進

していく。

 ・「志染っ子かがやかせ隊」（人材バンク）の指導者による

教育効果を上げるため、学校のサポート体制を見直し、構

築する。

・継続して就学前各園所や中学校区の保幼こ小中と交流

を深めるために、交流内容や方法を見直し、年度当初より

計画的に系統的に交流が行えるようにする。

・児童の主体的な学びの力を育成していくため、 家庭・地

域への啓発・連携・対話をすすめ、チーム学校としての協力

関係・支援体制を構築していく。

・評価Bは妥当である。

・志染っ子フェスティバル等の発表から、地域の方の話を聞くこと、一緒に体験する

こと、地域の方と触れ合うことが、良い経験になっていることが分かる。ふれあいサ

ロンなどで子どもたちと触れ合った高齢者の方からは、元気をもらえると聞く。地域

を知り、地域の方と触れ合うことを通して、志染が好きな子どもに育つことを願う。

・学校からの便り、HPによる情報発信については、児童と保護者、教職員との認識

に差が見られる。設問を含め、内容を十分検討する必要がある。

・今年度取り組まれた9年間を見通したカリキュラムづくりについて、来年度のカリ

キュラムに組み入れ、年度末には中学校区小中学校と実践や課題を共有し、その

工夫・改善に努めていただきたい。

・保育所、認定こども園との連携、中学校区の小中学校との連携、支援学校との連

携をしっかり取り、親も子も不安なく次のステップが踏み出せるようにしていってい

ただきたい。


